
１　知的障害特別支援学級在籍児童の教育支援プランＡ（個別の教育支援計画）の例　
教育支援プランＡ（個別の教育支援計画）
	ふりがな
	
	性　別
	生年月日
	取扱注意

	本人氏名
	〇〇　　〇〇
	男
	平成　〇年　〇月　〇日
	

	ふりがな
	
	住　所
	〇〇市○町　１－２－３

	保護者氏名
	〇〇　　〇〇
	ＴＥＬ
	○○○－○○○－○○○○

	対象期間
	平成〇〇年〇月〇日から平成〇○年〇月〇日まで３年間

	作成年度
	学　校　名
	校長名
	学部・学年・組
	記入者名

	１
	平成〇〇年
	〇〇立〇〇小学校
	〇〇　〇〇
	４年 〇〇学級
	〇〇　〇〇

	２
	平成〇〇年
	〇〇立〇〇小学校
	〇〇　〇〇
	５年 〇〇学級
	〇〇　〇〇

	３
	平成〇〇年
	〇〇立〇〇小学校
	〇〇　〇〇
	６年 〇〇学級
	〇〇　〇〇

	特別な教育的
ニーズ
	（対象児は現在）

①初めてのことや分からないことがあると動けなくなってしまう。
②発音が不明瞭で相手に伝わらず，自分自身に対し怒り出してしまうことがある。
（従って）
①視覚的な支援で見通しをもたせる工夫をする。困ったときは，周りに助けを求めることを指導する。
②口を大きく開け，発音したり，息を大きく吹いたりする。また言葉以外にも伝えられる方法を考える。
（配慮事項）

・器質的な部分もあるため，発音の不明瞭さには配慮が必要。
・交流学級の友達と運動をすることが好きなので交流学級との連携が重要である。

	（　追　加　）
	異性に興味が出てきており，相手の体を触ったり，顔を近付けたりすることがある。
（平成〇年〇月〇日）

→第二次性徴の時期でもあるため，家庭と連携した性教育の実施をする。

	本人・保護者の

願　　　　　い
	将来自立できる基礎を培ってほしい。
挨拶ができるようになったが，依頼することもできるようになってほしい。
料理に興味をもっている。ダンスも好きである。

	合理的配慮の

実施内容
	タブレット端末を用いて，平仮名やカタカナの学習を実施している。
運動会のダンスの練習等では予め教師が踊ったビデオを撮り，見せる等，早めに準備へ取り掛かるようしている。

	（　追　加　）
	

	教育機関の支援
	
	目標・機関名
	支　援　内　容
	評　価

	
	所属校
	（３年間を見据えて）
中学校に向け，自分でできることを少しずつ増やすようにする。
	・本人の特性を理解する。

・本人の特性に合った視覚的な支援
　等の配慮をする。

	

	
	（ 追加 ）
	
	
	

	
	就学支援委員会の助言内容
	○○市教育委員会
	知的障害特別支援学級で児童の特性に合わせ，自立と社会参加に向けた学習をすることが望ましい。
	

	
	（ 追加 ）
	
	
	

	
	支援籍，交流及び共同学習
	交流及び共同学習
	○学期（月・週）に〇時間，主に図工と体育，音楽の学習に参加
	

	
	（ 追加 ）
	
	
	

	関係機関の支援
	
	機　関　名
	支　援　内　容

	
	医療・保健
	○〇病院
	年に１回心臓の検診に行っている。

	
	（ 追加 ）
	
	

	
	福祉・労働
	
	

	
	（ 追加 ）
	
	

	
	家庭・地域
	放課後デイサービス
	週に２回，放課後等デイサービスに行っている。

きょうだいと家で過ごすが，喧嘩も多い。

	
	（ 追加 ）
	
	

	本人のプロフィール
	障害の状況
	知的障害　療育手帳　Ａ（平成〇年〇月〇日）〇服薬あり（「〇〇」朝晩の服薬のみ）
知的な発達は〇歳程度（検査名○○○○）　
話の内容を大まかに聞き取ることはできるが，発音が不明瞭なため，伝えることが難しい。自分でできることは増えてきたが，初めてのことや分からないことがあると動けなくなってしまうことがある。

高学年になって，異性に興味が出ており，相手の体を触ったり，顔を近づけたりすることがある。

	
	これまでの支援内容
	生育歴

療育歴

教育歴
	幼い頃に心臓の疾患が見つかっており，今も年に１回検診に行っている（特に異状はない）
就学前には，療育センターで指導を受けていた。（週１回）

	
	
	相談歴

諸検査
	病院で発達検査をし，知的発達は〇歳程度（平成○○年〇月〇日）

	
	
	その他
	


（注）療育手帳　Ⓐ　の記号については，［挿入］→［記号と特殊文字］で表示される。
１　知的障害特別支援学級在籍児童の教育支援プランＢ（個別の指導計画）の例　
教育支援プランＢ（個別の指導計画）

	本人氏名
	〇〇　〇〇
	学 校 名
	〇〇市立〇〇小学校
	取扱注意

	学部・学年・組
	〇年〇組
	記入者名
	〇〇〇〇
	

	指導方針
	現在　初めてのことや分からないことがあると動けなくなってしまうが，徐々に自分でできることも増えてきている。交流学級児童との会話にも興味をもっている。まだ発音が不明瞭で相手に伝わらず怒り出してしまうことがあるという状況もあるので
器質的な発音の不明瞭さも考慮し，視覚的な支援で見通しをもたせる工夫という
配慮をしながら

中学校進学に向け，交流学級との連携や困ったときは，周りに助けを求めることを指導する。また口を大きく開け，発音したり，息を大きく吹いたりする。また言葉以外にも伝えられる方法を考え，少しずつ自信をもたせるよう指導する。

	（　追加　）
	異性に興味が出てきており，相手の体を触ったり，顔を近付けたりすることがある。
（平成〇年〇月〇日）

→第二次性徴の時期でもあるため，家庭と連携した性教育の実施をする。

	指　導　に　結　び　つ　く　実　態

	１　健康の保持
 （日常生活面，健康面など）


	風邪を引きやすく，季節の変わり目は発熱で休むことも多い。
食事の際に噛まないで飲み込んでしまうことが多い。
硬いものは苦手で食べない。

身辺自立はできている。着替えはゆっくりだが自分でできる。
体を動かすのは好きである。

	（　追加　）
	

	２　心理的な安定
 （情緒面，状況の理解など）


	いつも穏やかで，周りの子に慕われている。
自分の言葉が伝わらないと怒ることはあるが，相手にあたることはない。
周りの様子を見て静かにすることもできる。

	（　追加　）
	

	３　人間関係の形成
（人とのかかわり，集団への参加など）
	積極的に関わるが大人と関わることが多い。
交流学級においても，特別支援学級在籍の児童と，ずっと一緒に過ごすことが多い。

	（　追加　）
	

	４　環境の把握
 （感覚の活用，認知面，学習面など）


	よく周りの会話を聞いている。理解している時は笑顔で返すことも多い。周りの楽しそうな雰囲気も一緒に楽しむことができる。
学習は平仮名，カタカナを練習している。漢字は自分の名前は書くことができる。数字も20までは書くことができる。

	（　追加　）
	

	５　身体の動き
 （運動・動作，作業面など）
	運動は好きである。ボールやダンス等大きく体を動かすことは好きである。
細かい作業は苦手だが，15分位であれば取り組むことができる。絵を描くことや，粘土等は好きで集中して取り組むことができる。

	（　追加　）
	

	６　コミュニケーション
 （意思の伝達，言語の形成など）


	聞くことはできるが，発音が不明瞭なため周りに理解してもらえないことが多い。
しかし，周りと会話をすることは好きで積極的である。

	（　追加　）
	

	７　その他

（性格，行動特徴，興味関心など）
	多動ではないが，興味・関心が途切れると寝てしまったり，近くのものを触ったりしている。

	（　追加　）
	穏やかで人に対して怒ることはほとんどない。

	教科・領域等
	学習課題・目標
	指導内容・方法・手だて
	評　価

	自立活動



	
	
	

	日常生活の指導

	＜１学期＞

・あいさつが自分からできる。

・毎朝マラソンで体力をつける。
	・友達や教師・地域の方にも，進んであいさつができる。

・体力づくりとリズムをつくるため毎朝３分走ることを続ける。

　体調面には配慮が必要。
	台本を覚え，日直で司会をすることができる。
毎日の日課として，走ることは続けている。

	
	＜２学期＞

・係活動
・給食の準備、片
　付け
	・進んで自分の分担の仕事ができるようにし，給食も楽しめるようにしていく。

・給食の準備は週替わりの月曜には担当の仕事内容を説明する。
	給食当番や準備片付けは自分からすることができる。給食は全て完食であるが噛まずに飲み込むことや食べこぼしは見られる。

	
	＜３学期＞

・そうじの仕方を
　覚える。
	・ぞうきんの使い方を覚え，生活の場を整えることができるようにする。
・担当場所が変わる際には説明をし，家での掃除にもつながるように言葉かけをする。
	ぞうきんを使って掃除をすることができる。保護者から，家でもテーブルの水拭きの手伝いをしたことが連絡帳に書かれていた。

	生活単元学習

	＜１学期＞
	
	

	
	＜２学期＞
	
	

	
	＜３学期＞
	
	

	国語

	＜１学期＞
	
	

	
	＜２学期＞
	
	

	
	＜３学期＞
	
	

	算数

	＜１学期＞
	
	

	
	＜２学期＞
	
	

	
	＜３学期＞
	
	

	図工

	＜１学期＞
	
	

	
	＜２学期＞
	
	

	
	＜３学期＞
	
	

	音楽

	＜１学期＞
	
	

	
	＜２学期＞
	
	

	
	＜３学期＞
	
	

	体育

	＜１学期＞
	
	

	
	＜２学期＞
	
	

	
	＜３学期＞
	
	

	総合的な学習の
時間

	＜１学期＞
	
	

	
	＜２学期＞
	
	

	
	＜３学期＞
	
	


れ
発達段階や本人の特性・保護者の願いを踏まえ，中長期的な視点から





置かれている環境，本人の特性・得意分野を考慮する。





ニーズの見直しを行った時に随時記入する（記入年月日を入れる。





・今伸ばしたい力


・長期的な目標


・興味･関心のある事柄


・得意・苦手なこと





発達の段階を考慮しつつ，本人・保護者との，合意形成を図った上で明記する。





目標等の見直しがあった場合は随時記入する。（記入年月日を入れる。）





個々の支援内容についての評価を踏まえ，特徴的な事柄を記入。





支援機関・支援内容等に対する助言などを


記入する。





現在の通院の状況，


発作等への治療の状況，


身体障害への治療状況等





各機関からどの様な支援を受けるか


今後どの様な支援が必要か


産業現場等における実習の状況と今後の課題





放課後や週末，地域の学童保育などの支援，余暇の過ごし方


家庭での生活や配慮事項





障害名　手帳の種類（取得年月日）


発作・服薬の有無・状況・配慮点


障害の程度・状況等


障害から派生する生活上・行動上の


配慮事項





出産時の様子　子育てで気になった点


（運動・言語・対人関係等）


乳幼児検診　治療・訓練の経過


保育所・幼稚園への通園状況　


学校への通学状況





保健センター親子相談　発達相談


教育委員会・就学相談


知能検査・発達検査等の実施結果





教育支援プランＡを受けて年度当初の状況を踏まえ，具体的な指導目標と配慮事項を記入する。





障害に基づく種々の困難の改善，克服のための知識，技能，態度，及び習慣を養う





※課題に基づいた具体的な目標を能動的な表現で記入する





各教科等のそれぞれの指導内容を記入した年間指導計画などを作成していることを前提に，それらに基づき個別の指導目標，指導内容，配慮事項等を明らかにしたもの





指導場面での特徴的な様子，成長した点，今後の課題や目標などを具体的，客観的に記入する





基本的生活習慣の技能の向上と習慣化





具体的な生活経験活動を通して，見通しをもって生活する力や，集団で生活する力を育てる





日常生活における言語の理解と発音や表現の仕方を学ぶ





数や量の基礎概念の育成と，数量的経験の拡大を図る





手指機能の向上を図り表現する喜びや豊かな情操を育て，生活を楽しく豊かにする態度と習慣を養う





表現する喜びや，豊かな情操を育て，生活を楽しく豊かにする態度と習慣を養う





健康の増進と体力や運動機能の向上を図り，楽しく明るい生活を営む態度と習慣を養う





自ら学び，自ら考える力を育成する，学び方や物の考え方を身に付ける





※「道徳科」の内容は「各教科等を合わせた指導」の中で取り扱う。








